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＜連絡事項＞
・こころすこやか財団にて研修会実施予定となっている。

＜患者様連絡事項＞

・野田　敏治様～担当医より、計算等ができないことから認知機能の低下を疑い、頭部CT・

・三浦　繁雄様～療養環境変更目的にて西Aユニットへ移動となる。

・松倉　冨美子様～療養環境変更目的にて南Aユニットへ移動となる。

・中村　寿昭様～療養変更目的にて西Aユニットへ移動となる。

・出河　攻様～療養環境変更目的にて東A13号→東B1号室へ移動となる。

・中居　松男様～エンシュアリキッド3缶/日、蜂窩織炎改善ないことから、セフジトレン7日目処方となる。

＜隔離患者様ケース検討＞
・竹内　功様～終日隔離中。開放観察実施（10：00～12：00・14：00～16：00）。朝パン。拒薬。処遇制限に対する不満。担当医の診察にも興奮し大声を出す事見られている。開放観察終了の再も入室に拒否的となっている。引き続き、精神症状の観察と共に、ADLの低下のないよう日課の介入をしていく。
・小林　浩哉様～終日隔離中。奇異行為や問題行動なし。疎通良好。引き続き、精神症状の観察をし、処遇改善を図れるよう介入していく。

・澤村　彬様～終日隔離中。食事、詰め込みかき込み介入。開放観察検討していく。引き続き、薬剤調整に伴う副作用症状に注意し、日常生活援助を行っていく。

＜要注目患者様ケース検討＞

・中川原　義雄様～昨日、北病棟から東Aユニットへ移動となっている。昨日はジプレキサ筋注実施後、準夜帯は睡眠とれているが、深夜帯にて覚醒し、以後不眠。本日もスタッフや他者への話し掛け多く、声高さあり、時折、易怒性見られている。夜間は、ドア叩き・放歌みられている。排便-4日目にて、担当医へ報告していく。引き続き、精神症状の観察を行い、症状改善を図れるよう看護ケア行っていく。

・藤井　崇史様～スタッフへの挨拶行為みられ、症状の変動見られ、始めている。他者への迷惑行為や粗暴行為はなく経過している。引き続き、精神症状の観察を行い、症状悪化に注意していく。

・小舘　アツ子様～本日は、朝食は主食1/3副食1/3、昼食は主食1/2副食1/5、水分摂取もできている。右腹側部の痛み訴えあり。疎通は良好。引き続き、症状の観察を行い、ADLの低下の無いようケア行っていく。

・新町　徳雄様～今朝5時より、排尿なく経過。食事や水分摂取できている。担当医へ情報提供していく。

・山辺　博彦様～継続指示のソラナックス3回/日服用している。本人は「落ち着きないわけではないが、服用しないと不安」と話している。服用せず経過を見て、症状悪化するようなら服用してはどうか？との助言をしている。引き続き、精神症状の観察を行い、退院調整行っていく。

・飯田　修子様～嗜好品の要求頻回で、スタッフオフィスに来る事みられている。担当医指示にて北病棟へ移動となる。

・鳥谷部　洋次様～午前中、酸素2Lへ減量しているが、酸素飽和濃度97％維持している。

＜馬渡Dr診察＞

・聖前　富次郎様～夜間睡眠不安定であることからロゼレム中止となり、ブロチゾラム追加となる。症状安定したらイクセロンパッチ、メシネット等導入予定。

・新町　徳雄様～日中覚醒状態不良である事からリスペリドン（1）→（0.5）に減量。

　　　　　　　　パンでむせ込みあり、本人も拒否することから本日夕よりパン禁となる。

・竹内　功様～同内容で7日分処方となる。

・近田　雅ニ様～リーマス（400）追加にて7日分処方となる。さくら病院での処方に戻していく。

・寺地　啓喜様～臨時薬は同内容で7日分処方となる。

・宮地　久美子様～1/14採血結果でリチウムの濃度が低かった為、リーマス（600）→（800）へ増量となる。本人希望にてアローゼン（0.5）1P　1×vds追加となる。OT、リハプロ、SST導入。今後の血液検査データの結果と、本人の病棟での過ごし方次第で今月中の退院予定となる。

＜新入院患者様＞

氏名：高橋　ミツ様

　生年月日：S13年9月7日　78歳

　　　性別：女性

　　主病名：アルツハイマー型認知症

　　　病棟：東病棟Ｃユニット　6号室

　入院形態：医療保護入院

　　主治医：伊藤Ｄｒ

　（経過）

　Ｈ28.4.12よりアルツハイマー型認知症の診断にて白山台メンタルクリニック初診し、通院・服薬を継続していた。単身生活が困難となり4.26よりグループホームスマイル荘2号へ入居。Ｈ28.12頃より夕方頃より落ち着きなく、帰宅要求が頻回となり大声を出しドアを蹴る、他室へ入るなどの問題行動が出現。施設対応困難とのことで、受診時服薬調整を行っていたが、症状変わらず、施設退所となるとのことで、入院治療の希望があり、平成29年1月17日13：30東病棟へ医療保護入院となる。

氏名：大久保すい様

　生年月日：S27年9月22日　64歳

　　　性別：女性

　　主病名：統合失調症

　病棟病室：東Bユニット3号室

　入院形態：任意入院

　　担当医：深澤Ｄｒ

H9年(40代前半)頃より幻聴・妄想が出現。十和田済生会病院や松平病院への入院を繰り返していた。慢性的な病状で経過し、多飲水や食事摂取量の低下が目立ち、体重減量(体重34㎏台/BMI14.1) が認められ、時折転倒することもあった。H25.8.22多飲水からの意識障害を起こし転倒。右大腿骨頚部を骨折し、H25.8.26八戸市立市民病院へ入院。H25.9.30松平病院へ転入院。精神症状は慢性的で、妄想が認められていたものの、日常生活上に大きな支障はなく、 他者とのトラブル等もなく経過。転院及び施設入所を希望し、 当院へ入院相談があり、H29.1.17　14：35　東病棟Bユニット3号室へ任意入院となる。

